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2011 年  ６月 

静岡県土木施設長寿命化計画についての情報を皆様にお届けします   アセット タイムズ

今回は舗装特集号です

静岡県土木施設長寿命化計画  

ニュースレター 

！
最後にクイズも

あるよ！！ 

長寿命化計画を策定して、実際の道路舗装に変化がありますか？ 

道路の状態に大きな変化はありませんが、壊れがひどくなってから直す方法から、 

ひどくなる前に直す予防保全型の方法に変えています。 

なので、今までより少ないお金で、現在と同じサービス(道路状態)を提供できます。

それじゃあ、僕の家の前の道路も予防修繕を実施してもらえるの？上の２番の写真がそうだよ！

舗装の寿命を 19 年から 50 年に変更して、一

番安価で最適な維持管理方法を計画したこと

で、維持管理費が今後 50 年で約 1,160 億円縮

減されることとなりました。静岡県の財政に

とても優しく、今後の維持管理費の増大抑制

に効果があるものと思います。 
 
 

長寿命化計画を策定して、よかったことは何ですか？ 

予防修繕の対象としている道路は、静岡県が管理する道路で、Ｎ５交通以上の道路です。ヨミガ

エル君の家の前の道路は、大型車交通量が少ないので、予防修繕の実施対象道路ではありませ

ん。でも今までどおり、路面状況が悪くなった時には、きちんと補修していますから安心してく

ださい。 

 

僕の名前はヨミガエルだよ。 

道路が平らで走りやすい

ね～ 

富士山までドライブだ♪

※N５交通以上とは、大型車の交通量が片側 250 台／日以上の道路です 

Ｑ. 

Ａ. 

Ｑ. 

Ｑ. 

Ｑ. 

Ａ. 

Ａ.

Ａ. 

１．良好・問題なし 

まずは、舗装の状態を見比べてみよう。 

分からないことは、詳しい人に教えてもらおうね。 

２．補修の対象 ３．危険・即補修 

舗装の長寿命化計画ってどんな計画ですか？ 

道路別に舗装の維持管理方法を決めた、 

経済的かつ効率的で最適な計画です。 
 

※ 

大型車交通量  

250 台／日（片側） 

以上 

予防保全

型管理 

Ｎ５交通以上

事後保全型管理 

Ｎ４交通以下 

壊れたら補修 

（対処療法） 

県庁道路保全課で舗装の長寿命化計画を担当している戸塚さんにお話を伺いました。

インタビュアーは、今が旬のヨミガエル君です。よろしくね。ゲロゲ～ロ 

 

Ｎ５交通以上の道

路は、1,361km

で、県全体の 

約 51％だよ 

道路管理延長Ｌ=2,661km 

戸塚さん 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ. 

病気がひどくなる前

に、薬を飲もう。 
これで私も予防保全型

かな？ 

＜第６号発行にあたり＞ 
今回は舗装について、現在どんな取組みを実施しているか特集してみました。 

こんな特集をしてほしいなど、ご意見、ご要望お寄せください。 

舗装に関するクイズです。  

大型車(20t 車)が走行時に道路にあたえる衝撃は、乗用車何台分に相当するでしょうか？ 

①１６台  ②１６００台  ③１６万台   答えは次号で発表します。 
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今後の目標はありますか？ 

既設舗装

新設薄層舗装 
 

限られた予算で、効率的かつ効果的な補修を実施す

ることが、研究テーマであり、最大の目標です。 

また、予防保全型管理に向けて、長寿命化対策事業

を確実にやり遂げることです。 

舗装の状態は、どんな方法で確認するのですか？ Ｑ. 

舗装の長寿命化では、Ｎ５交通以上の道路におい

て、路面性状測定車で道路のひび割れ率、平坦性

を調査、確認しています。その他にも、道路パト

ロールなどで目視での確認も実施しています。 

Ａ. 
路面性状測定車 

今年度の舗装長寿命化についての取組みは、どん

なことをするの？ 

Ｑ. 

よく聞いてくれたね。 

昨年度から始まった、道路施設長寿命化対策事業の継続です。

具体的には、Ｎ５交通以上の道路で、劣化の著しい箇所を平成 28 年までに集中的に修繕し、予防保 

全型の管理に移行する工事を行っています。 

そのほかにも、県東部、中部、西部地区での路面性状測定車による路面調査などを予定しています。 
 

Ｑ. 

Ａ. 

 

最後に舗装の長寿命化に向けた補修工事を見せてください。 

舗装がひどくなる前に補修をして、寿命を延ばした事例です。路面は、前ページの最初の写真

２の状態です。 

表面処理工法の加熱薄層舗装で、既設の舗装面に厚さ平均２.５cm のアスファルトを被せまし

た。 

Ａ. 

Ａ. 

技術支援第２班 佐原・海野

建設技術監理センターより 

土木施設長寿命化は、公共土木施設の全分野、全施設を対象としています。その中でも先行して、

舗装、橋梁、トンネル、水門・陸こう、係留施設、ダム、斜面施設、下水道管路の８工種につい

て、優先的に取り組んでいます。 

詳しい内容を知りたい場合は、静岡県のホームページを御覧ください。 

また、舗装以外の取組み状況についても、随時アセットタイムズでお知らせします。 

よみがえる

厚さ２.５cm

今後も舗装事業への御理解、御協力をよろしくお願いします。 

 ● 

レーザー照射

（路面測定）

ビデオカメラ

（路面撮影）


